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研究成果の概要（和文）： 

耳毒性薬物投与、膜迷路障害、前庭動脈遮断後に半規管クプラは収縮するなどの形態変化を起

こした。とくに血流障害によって感覚上皮とクプラが高度に障害されること、クプラより感覚上

皮の障害が早期に起こることが判明した。血流障害はとくに高度の感覚上皮障害を起こして急性

めまいの原因になる。循環障害リスクのある症例では速やかに循環動態を改善することが重要で

、薬物治療が無効のときは早期に平衡訓練を行うべきと考えられた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Insults, such as injection of the ototoxic drugs, rupture of the membranous labyrinth 

and occlusion of the vestibular artery resulted in various degrees of the cupular 

shrinkage. Particularly, artery occlusion caused the rapid and severe changes. The sensory 

epithelial change developed earlier than that of the cupula. These results indicate that 

the cupular change can be a cause of vertigo and circulation disorder induces acute and 

severe vertigo. For the cases with high risk circulation disorder, circulation should be 

improved as early as possible. When drug treatment is not effective, early rehabilitation 

is recommended. 
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１．研究開始当初の背景 

半規管クプラは、半規管膨大部に存在し、

頭部の回転を半規管感覚細胞に伝え、前庭眼

反射を引き起こす重要な受容器であるが、構

造自体が脆弱なために詳しい研究は少ない。

しかし、脆弱であるだけに容易に形態的変化

を蒙ることが予想される。血流障害は反復す

る末梢性めまいの原因として以前から推察さ

れていたが、実験で証明することは困難であ

った。今回、種々の負荷を半規管やクプラに

与え、クプラの形態学的、生理学的変化につ

いて検索する。これによりクプラの障害が原

因となる新しい末梢性めまいの概念を確立す

る。 
 
２．研究の目的 

アミノ配糖体系抗生物質投与（ゲンタマイ

シン、GM）、膜迷路障害、血流障害などの種々

の負荷を半規管やクプラに与え、クプラの形

態学的、生理学的変化について検索する。こ

れによりめまいの病態と温度眼振反応のメカ

ニズムを解明し、クプラの障害が原因となる

末梢性めまいと温度眼振の新概念を確立する

。 
 
３．研究の方法 

GM投与、膜迷路障害、前庭動脈遮断による

血流障害後のウシガエル半規管クプラと半規

管感覚上皮の形態学的、生理学的変化につい

て研究する。クプラの形態学的変化は実体顕

微鏡で観察し、感覚細胞の形態変化は光学的

顕微鏡で観察する。より詳しい変化の観察に

は透過型電子顕微鏡も用いる。感覚上皮の生

理的評価には機械的内リンパ流動下の膨大部

神経活動電位（CAP）を用いる。 

 

４．研究成果 

GM投与、膜迷路障害、血流障害後、クプラ

は種々の形態的変化を起こした。代表的な所

見は収縮で、常にクプラの辺縁から起こって

いた。クプラの変化と感覚上皮のそれとは必

ずしも一致せず、クプラの変化が高度でも感

覚上皮の形態、CAPともに正常に近いものも多

かった。この場合は強い頭位性めまいが起こ

ることが予想される。また、クプラ周囲と半

規管膨大部壁の間隙のため温度眼振反応が低

下することも考えられた。また、クプラが巨

大化した所見もみられた。ウシガエルの前庭

動脈を遮断すると、感覚細胞の障害が速やか

に起き、クプラの障害は軽度でも感覚上皮全

体が基底膜から剥離するなど障害が顕著にな

ることが判明した。以上から、基底膜側つま

り支持細胞の障害が感覚上皮の障害に大きく

影響し、これがクプラの形態変化を惹起する

と考えられた。また、血流障害はとくに高度

の感覚上皮障害を起こし、急性めまいの原因

になることが分かった。循環障害リスクのあ

る症例では、速やかに循環動態を改善するこ

とが重要で、薬物療法が無効であれば早期に

平衡訓練を行うのが望ましいと考えられた。 
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